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メック中国操業開始のお知らせ 
 
 当社におきましては、平成 13 年 8 月 13 日にリリースさせていただきましたとおり、中
国における子会社の開設準備を進めてまいりましたが、このたび量産工場を併設する社屋

が完成し、操業開始の運びとなりましたのでお知らせいたします。 
  

記 
 
１．新会社の概要 
  会 社 名：美格特殊化学(蘇州)有限公司(以下『メック中国』という) 
  所 在 地：中国江蘇省蘇州市蘇州工業園区蘇虹西路 155 号 
  資 本 金：60 万 US＄ 
  土 地 面 積：4,009 ㎡ 
  延 床 面 積：1,500 ㎡(1F 1,300 ㎡ 2F 200 ㎡) 
  人 員：11 名(内出向者 4 名：日本人 3 名、台湾人 1 名) 
    役 員：董 事 長 前田 和夫 

董事総経理 成田 英敏 
董 事 平川 洋一 

  製造開始日：4 月 10 日(試作製造より開始) 
  生 産 規 模：150ton/月 
  株 主：メック株式会社 100% 
 
２．メック中国の目的 

電子基板市場のグローバル展開は、変化の速度を増しており、特に低コストで安定
した労働力の確保と巨大消費市場を狙ったエレクトロニクスメーカーが中国への生

産拠点移管を進め、それに伴い日本・米国・台湾系の電子基板製造会社の中国進出が

拡大しています。更に、進出する電子基板製造会社の多くは製造用資材の現地調達を

前提としております。 
このような状況下において当社グループは、中国を中心とするアジアを当面の最重

要地域と把えており、中国本土に生産・営業拠点を設立し､今後の激しいグローバル

競争に勝ち抜く方針であります。 
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３．中国本土におけるメックグループの販売体制 
メック中国は上海を中心に華中・華北地域への販売・技術サポートを行います。華

南地域はメック香港が行います。メック香港の概要は以下の通りです。 
  

メック香港の概要  
   会 社 名：MEC(HONG KONG)LTD. 
     所 在 地：Unit2, 6F.,Gradtech Centre, 8 On Ping Street, Siu Lek Yuen, 
                 N.T.,Hong Kong 
     責 任 者：Clement Chan 
   事業内容：電子基板製造用薬品の製造・販売 
   設 立：1996 年 3 月 
   株 主：メック株式会社    80% 

Clement Chan       20% 
以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

ご参考１ 地域別電子基板生産額推移 
電子基板の市場は大きく分けて『米国』、『ヨーロッパ』、『アジア(日本・台湾・中国・

韓国)の３地域に分けることができます。各地域の電子基板生産額推移の予測は以下グ

ラフのとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              (出所:NT.Info2002 より) 

平成 13 年の地域別の電子基板生産額は、世界的不況を受けて、どの地域も対前年

比で下落しております。米国は平成 17 年までは平成 12 年の水準を下回ると予測され
ております。これに対しアジアは中国を中心に成長を続け、ヨーロッパも早い時期に

回復すると思われます。特にアジアの電子基板生産額の占有率は平成 12 年の 59.0%
から平成 17 年には 63.8%まで伸長するものと考えられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域別電子基板生産額推移予測
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ご参考２ アジアにおけるメックグループ地図 
 

 
 
 

メック香港 

メック台湾 

メック本社 メック中国 

上海 


